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SAMPSON コードを用いて、2 号機を対象に事故後約 500 時間までの格納容器(PCV)及びウエットウエル

(WW)における FP 挙動を解析した。FP の化学形別の沈着量分布を求めた。また、建屋へのリークパスでの

付着量を評価した。Cs 及び I の沈着量、及びリーク量の妥当性について検討した。 
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1. 緒言 

SAMPSON コードの FP モデルでは、リークパスでの付着量は現状解析していないが、廃炉計画ではリー

クパスにおける FP 付着量の評価は重要である。リークパスでの除染係数(DF)を求めた試験結果[1]に基づき、

リーク量から付着量を評価した。解析では、断面積 0.05m2、長さ 0.07m のリークを想定した。また、トッ

プフランジからのリークは、圧力依存のリーク面積とした。 

 

2. 実機解析結果 

2 号機の解析において、事故進展に伴う FP の挙動を明らかにするため、各解析ノードにおける希ガスの

経時変化を調べた。500 時間後の FP 分布を、表 1 に示す。燃料棒の過熱により発生した希ガスは RPV 内

と SRV を介して WW に分布し、RPV 底部破損により PCV 内に移行した。そして、PCV から建屋(RB)への

リークに伴い、FP は環境(ENV)に移行した。燃料棒から発生した Cs はエアロゾルとなり、RPV 内では主

に熱泳動により壁に沈着し、また、WW 内ではスクラビング効果により水中に移行した。このため、RPV

破損後への PCV 内の移行量は少なく建屋へのリーク量も少なかった。I に関しては、CsI はエアロゾルとし

て主に RPV 内壁に沈着した。燃料棒から放出した I は、水素雰囲気のため一部は I2となり、壁に吸着する

とともに ENV に移行した。 

フランジガスケットからのリーク試験では、DF として約 5 以上が報告されている[1]。リーク時の DF は、

リーク流量、リーク長、粒子径に依存する。リーク試験ではリーク長が 10mm 程度のため、DF が小さかっ

た。リーク流路内での付着機構は、主に慣性沈着と乱流沈着である。粒径 1μm の粒子に対するトップフ

ランジからのリークに関しては、リーク量の約 80%(DF=5 相当)以上の粒子が付着すると評価される。 

 これら解析結果と評価結果の妥当性について報告する。 

 なお、本研究は経済産業省平成 27 年度補正予算 

「廃炉・汚染水対策事業（総合的な炉内状況把握 

の高度化）」の一部として実施した。 
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表 1 2 号機における FP 分布(%) 
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